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日本科学者会議は，憲法問題の重要性に鑑み，憲法問題特別研究会を設置し，シリーズ・シ
ンポジウムを開催してきた．それと平行して，本会の発行する月刊誌『日本の科学者』に，2007
年 3 月号より2010 年 3 月号までほぼ毎月にわたって，憲法問題に関する論文を掲載してきた．
憲法の専門家を始め，広範な他分野の研究者の参加を得て連載された論文は 33 本に上る．
本会の会員や読者から，いずれも多彩な問題意識に基づく臨場感溢れる論考で，日本科学者
会議らしい企画だった，との声が期せずして寄せられている．そこで，広く会外の方々にも読ん
でいただき，いろいろ御意見を寄せていただけるなら，と考えて，世に問うことに致した次第であ
る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『はじめに』より）
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本書は、各分野の科学者・研究者（32 氏 33 編）が精魂を込めて執筆、月刊『日本の科学者』
に掲載されたものの集大成であり、憲法の基本原則を多角的に論じた類書のない一冊である。


